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Abstract
This study was performed as part of the 2014 ﬁ scal year graduation work carried out 
by the students of the Department of Health Informatics, Niigata University of Health and 
Welfare. The data was collected from all grade students （1-4） using anonymous open-
ended questions asking: Q1） the situation of future information technology （IT） in the 
medical and welfare fields after 25 years （“25 years IT”）, Q2） their future career and 
employment after 25 years （“25 years JOB”）.
The purpose of this study was to obtain the information contributing to the 
improvement of the educational system of the department through the analyses of this 
consciousness research.
The data was analyzed using KH Coder, a free software for quantitative content 
analysis or text mining.
The questionnaire recovery was 47.8% in all grades. For “25 years IT”, the words 
related to medical care or IT increased as the grade went up. For “25 years JOB”, there 
was desire for a high yearly income and post such as the president or the director among 
male students, whereas the term “part-time employment” was frequently used only by 
female students. These differences between genders were statistically significant and 
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characterizes female students being more practical but less ambitious about their future 
than male students.
The following educational problems were emerged through the analyses. 
a) Though many students believed in more advanced information technology in the future 
and considered Health Information Manager （HIM） as their future career, they did not 
think that HIM plays a core role in the promotion of IT in the medical or health and 
welfare ﬁ elds.
b) In addition, it was indicated that there was a lack of desire among students to utilize 
their specialized skill as HIM in their work. 
According to this study, it is considered to be necessary that the educational system of 
the department should foster not only a viewpoint that qualiﬁ cations such as HIM should 
be acquired just because it gives an advantage for employment, but also, and more 
importantly, an awareness of the indispensability of such qualiﬁ cations for the progress of 
IT in medical or health and welfare ﬁ elds. 
Key words： information technology （IT） after 25 years，future career and employment 










































































































































学年　　 1 　 2 　 3 　 4 年生





















得られた 2 × 2 表のクロス集計表（男女差）の独立性の
検定はエクセル統計2012でFisherの正確確率法：
Fisher’s exact test:（FET 2 × 2 )を行った。また 4 ×



























1  ．＊ITコンピュータ関連コード：IT or コンピュータ 
or PC or CP or パソコン or 情報処理 or 電子カルテ 
or ロボット or 電子化 or クラウド or 診療情報管理士 
or ドクターズクラーク or メディカルクラーク or 医
療秘書 or 医療事務
2  ．＊常勤役職関連コード：社長 or 部長 or 課長 or 事
務長 or 正社員 or 中核社員 or 公務員
3  ．＊非常勤職員関連コード：派遣社員 or パート or 
アルバイト or 非常勤 or 日雇い
4 ．＊給料関連コード：給料 or 年収 or 収入 or 万円
5  ．＊診療報酬請求関連コード：レセプト or カルテ or 
電子カルテ
6  ．＊病院（診療所）関連コード：病院 or 大学病院 or 
県立病院 or 市民病院 or 医療機関 or 診療所
7  ．＊会社・企業関連コード：会社 or 企業 or 民間企
業 or 関連企業
8 ．＊就職関連コード：就職 or 就業 or 勤務
表 3　学年別アンケート回答率
学　　年 回答者率 回答者数：男+女/学年総数
1 年生 38.0% 38：20+ 18/100人
2 年生 40.2% 37： 7+ 30/ 92人
3 年生 40.0% 38：32+  6/ 95人






































































表示頻度>= 5 >= 5 >= 3 >= 3 >= 3 >= 4 >= 2 >= 2
情報 37 介護 20 完全 9 全て 30 電子カルテ 51 思う 66 多い 6 更に 4
病院 37 管理 20 便利 8 今 28 電子化 19 進む 24 良い 4 必ず 2
医療 26 普及 17 必要 7 現在 10 ロボット 17 行う 9 小さい 2
機械 20 診療 15 可能 5 多く 4 カルテ 15 増える 9 少ない 2
技術 18 導入 13 スムーズ 3 すべて 3 発展 9 使う 8 新しい 2
患者 13 受付 10 高度 3 医療機関 8 変わる 6
パソコン 12 手術 9 当たり前 3 進歩 7 考える 5
コンピュータ 10 発達 9 遠隔医療 6 上がる 5
データ 10 向上 7 個人情報 6 化す 4
システム 9 共有 6 紙カルテ 6 見れる 4
自分 6 利用 6 IT 4 出来る 4
人間 6 作業 5 医師 4 役に立つ 4
効率 5 使用 5 進化 4
治療 5 クラウド 3

































文番号 文の左部分 対象語 文の右部分
1 人間 の力が今よりももっと少なくなっていると思う。
2 今より情報の技術が発達する分機械化が進み、 人間 の手で介護をしたりすることがなどが、なくなってくる。
3 介護ロボットが増え、 人間 の負担が軽減していると思う。
4 受付の電子化（ 人間 は不要）。
5 人間 よりロボが多い。
6 介護分野ではロボットが主に世話などをして 人間 の負担を減らしてくれている。
1 今より更に技術が発展して、今よりも多くの 人 の役に立つものになっている。
2 事務の 人 がいなくても、患者さんが来院して勝手にカードで受
付や会計して帰れる。
3 受付も 人 ではなく機械。
4 便利になる反面それを扱える 人 が少なくなっていそう。
5 医者の横で私たちのような 人 が働いていることが多いと思う。
6 受付が 人 ではなくタッチパネル手術は全て機械化。
7 人 （患者、職員）の管理において、とても大きな役割を
担っている。
8 遠隔医療が発展することで、なかなか病院に行けない 人 も手軽に医療が受けられる。
9 人 対応じゃなくなる。
10 人 ではなく機械が治療している。




13 人のかわりに機械が 人 を治療する。
14 人 の情報がカード一枚に収められる。





























図 2と同様に、 4 つの学年表示の内側に全学年共通の
使用頻度が高い語が位置していた。その周辺に、 2 また
は 3 学年に共通した語が位置する 3 重の同心円状の構造
を示した。しかし、各学年に共通の語は「病院」、「医
療」、「医療事務」、および「就職」の 4 語と少なかった。













表示頻度>= 5 >= 5 >= 3 >= 3 >= 3 >= 4 >= 2 >= 2
病院 33 仕事 42 安定 7 今 11 就職 22 働く 59 良い 8 ある程度 2
医療 21 関係 12 必要 4 現在 3 パート 13 思う 38 高い 3 もう一度 2
給料 8 希望 10 重要 3 その後 2 診療情報管理士 13 就く 18 少ない 3 バリバリ 2
自分 8 勤務 10 正社員 11 考える 12 多い 3
事務 6 就業 6 医療事務 9 増える 12
会社 5 結婚 5 IT 7 続ける 6
職業 5 一般企業 7 勤める 5
立場 5 転職 6 携わる 5
社長 4 辞める 4
事務長 3 上がる 4
病院勤務 3 変わる 4
部長 3
民間企業 3




生間の部分的な共通語が 5 語、 3 年生と 4 年生間の共通
語 2 語あった。25年後ITの学年差の図 2と異なり 1 年
生と 4 年生間のみの共通語は無かった。また学年差が 2
年以上の共通語は 2 年生と 4 年生間の共通語「パート」
のみであった。ここで「パート」の出現頻度は13件、使
用者は全て女性であり、 2 年生が 2 件で残りは全て 4 年
生であった。医療事務に関連した資格の代表である「メ
ディカルクラーク」は 2 年生が 2 件、「ドクターズクラー
ク」は 1 年生で 1 件、「診療情報管理士」が13件（学年
別件数： 1 、 6 、 4 、2)であった。
学年と「診療情報管理士」の出現頻度の独立性の検定
はFET（ 4 × 2 )4)で有意（p=0.0113)であった。なお、














表 9に 8 種類のコーディングルール（表 2 )毎の学年
















1 2 3 4 5 6 7 8
ケース数 ＊ITコンピュータ ＊常勤役職 ＊非常勤職員 ＊給料 ＊診療報酬請求 ＊病院（診療所） ＊会社・企業 ＊就職
男　子 86 8（9.30%）17（19.77%） 0（0.00%） 9（10.47%） 2（2.33%）12（13.95%） 7（8.14%）12（13.95%）
女　子 101 4（3.96%） 9（8.91%）13 （12.87%） 4（3.96%） 1（0.99%）21（20.79%） 1（0.99%）21（20.79%）
Fisher正確確
率法　両側p
0.2301 0.0361 0.0003 0.0921 0.5950 0.2520 0.0250 0.2520
n.s ＊ ＊＊＊ n.s n.s n.s ＊ n.s
注 1 ）対象ファイル：25年後の就業状況ファイル
注 2 ）コーディング処理：同義語、近似語、または任意の関連語を一括して扱う方法。本表のコーディングルールは表 2





1 2 3 4 5 6 7 8
ケース数 ＊ITコンピュータ ＊常勤役職 ＊非常勤職員 ＊給料 ＊診療報酬請求 ＊病院（診療所） ＊会社・企業 ＊就職
1 年生 38 3（7.89%） 4（10.53%） 0（0.00%） 1（2.63%） 0（0.00%） 6（15.79%） 2（5.26%） 7（18.42%）
2 年生 37 3（8.11%） 2（5.41%） 2（5.41%） 1（2.70%） 1（2.70%）10（27.03%） 1（2.70%）10（27.03%）
3 年生 38 5（13.16%） 7（18.42%） 0（0.00%） 3（7.89%） 2（5.26%） 9（23.68%） 3（7.89%） 6（15.79%）
4 年生 74 1（1.35%）13（17.57%） 11（14.86%） 8（10.81%） 0（0.00%） 8（10.81%） 2（2.70%）10（13.51%）
Fisher正確確
率法  両側p 
0.2301 0.0361 0.0003 0.0921 0.5950 0.2520 0.0250 0.2520
n.s ＊ ＊＊＊ n.s n.s n.s ＊ n.s
Cocharan-Armitage
傾向検定
0.1111 0.1338 0.0023 0.0567 0.6847 0.1801 0.6165 0.2291
n.s n.s ＊＊ n.s n.s n.s n.s n.s
注 1 ）対象ファイル：25年後の就業状況ファイル
注 2 ）コーディング処理：同義語、近似語、または任意の関連語を一括して扱う方法。本表のコーディングルールは表 2
注 3 ）ns: non signiﬁ cant　＊：p<0.05　＊＊：p<0.01　＊＊＊：p<0.001
注 4 ）Fisher正確確率法：calculator SISACocharan Armitage 傾向検定：エクセル検定2012
注 5 ）Cocharan Armitage 傾向検定：エクセル検定2012 for Windows











当初予測していた回収率は 8 割であったが実際は約 5







































FET（ 2 × 2 )ま た はFET（ 4 × 2 )検 定、CATT


































25 年 後 IT 4 183 187
25年後就業 3 184 187
両 側 Ｐ 値 1.0000 n.s
片 側 Ｐ 値 0.5000 n.s
表10- b　語「診療情報管理士」の使用者数 
（＋） （－） 計
25 年 後 IT 3 184 187
25年後就業 13 174 187
両 側 Ｐ 値 0.0187 ＊
片 側 Ｐ 値 0.0093 ＊＊
注 1 ）エクセル統計2012によるFiisherの正確確率法
注 2 ）n.s：有意差なし　＊：p<0.05　＊＊：p<0.01














b） 複数年に跨る蓄積効果（e 2 ：連続する 2 学年、



















































































































































4 ）Calculator SISA: Fisher正確確率法，http://www.





5 ）Oxford Dictionaries:Definition of IT:Information 
Technology, language matters, http://www.
oxforddictionaries .com/definit ion/english/
information-technology（アクセス：2015- 2 -10）
6 ）Search Data Center: IT （information technology） 
deﬁ nition, http://searchdatacenter.techtarget.com/





























13）University of Leicester, Graduate School: Experiential 



































2 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
解剖学 2 30 ○ ○ ○ ○ ○
生理学 2 30 ○ ○ ○ ○ ○
情報理論 2 30 △ ○
医学用語
1 年後期
2 30 ○ ○ ○ ○ ○
臨床医学総論 2 30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報数学 2 30 △ △
コンピュータシステムⅠ ○ 4 60 △ ○
臨床医学Ⅰ 2 30 ○ △ △ ○ △




医療事務総論 2 30 ○ △ ○
医療管理論 2 30 ○ ○
医療情報学 ○ 2 30 ○ ○
コンピュータシステムⅡ ○ 4 60 △ ○
臨床医学Ⅱ 2 30 ○ △ △ ○ △
情報検索技術 2 30 △
社会保障制度論
2 年後期
2 30 ○ ○ ○ ○ ○
ソフトウェア演習 ○ 2 60 ○ △
医療福祉コミュニケーション論 2 30 ○ △ ○
病院情報管理 2 30 ○ ○
医療統計学 ○ 2 30 ○ ○
臨床医学Ⅲ 2 30 ○ △ △ ○ △
アルゴリズム論 ○ 2 30 ○
システム運用管理 ○ 2 30 ○
医療秘書概論 2 30 △ △ ○
国際疾病分類論 2 30 ○ △ △ △




臨床医学Ⅳ 2 30 ○ △ △ ○ △
マルチメディア論 ○ 2 30 ○
ネットワーク技術 ○ 2 30 ○
診療報酬請求事務論 ○ 2 30 ○ △ ○ ○
医療福祉施設基礎実習 2 90 ○
診療情報管理演習 ○ 2 60 ○ △
システム開発論
3 年後期
○ 2 30 ○
データベース技術 ○ 2 30 ○
セキュリティ技術 ○ 2 30 ○ △
専門専攻
福祉施設経営論 2 30 ○
電子カルテシステム ○ 2 30 △ ○ ○ ○ △
情報管理論
4 年前期
○ 2 30 ○ ○ ○
遠隔医療システム ○ 2 30 ○
臨床薬理学 2 30 △ ○ ○ ○ ○ ○
病院管理論
4 年後期
2 30 ○ ○ ○ ○
医療機器管理論 ○ 2 30 ○
医療情報演習 ○ 2 60 ○
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